
― 理科 ― 

１ 研究の視点について 

(1) 視点１「『見方・考え方』に着目した問いの工夫」

について 

 生徒が「見方・考え方」を働かせながら事象を見

たり，多様な他者と協働したりしながら，問題を解

決していくようにすることを目指し，「『見方・考え

方』に着目した問いの工夫」を設定した。 
理科においては，新学習指導要領解説理科編の中

で，領域ごとに特徴的な「見方・考え方」の整理例

が示されている。 
本研究では，この整理例を基に，「問い」や学習活

動がどのように変わるのかを探ることとした。 
図１は，｢見方・考え方｣を働かせたときに，どの

ような学習活動になりうるかを仮説として示したも

のである。 

図１ 理科の各領域における特徴的な見方・考え方と主な活動例(仮説) 
このように，｢見方・考え方｣を働かせることで，「問

い」が変わり，「問い」が変わることで学習活動が変

わるだろうと考えた。 
これら一連の探究活動を通した学びは，「見方・考

え方」が広がったり深まったりし，ひいては「一人

一人が未来の創り手」となる資質・能力の育成につ

ながるものである。（図２参照） 
特に，理科では，単元のまとまりを意識し，「見方・

考え方」を働かせながら解決するような問いを設定

する。この単元を貫く問いを，生徒が自らの「見方・

考え方」をより豊かで確かなものにしながら解決し

ていくような単元構成を工夫した。 
(2) 視点２「学びを実感する振り返りの工夫」につ

いて 

 学習活動を通して，生徒が自身の成長を実感し，

次の活動につなげることができるようにすることを

目指し，「学びを実感する振り返りの工夫」を設定し

た。 

ある自然事象に対して，始めに自分はどのような

知識・概念を持っていて，他者はどのような知識・

概念を持っていたのか。そして，その既有の知識・

概念をどのような手続きによって，より科学的に妥

当だと納得できる知識・概念へと更新していったの

か，その自らの学びの履歴を振り返ることによって，

豊かな学びとしたい。（図２参照） 

また，振り返りは学習の終末だけのものではなく，

学習の初めに前時の振り返りを行うことにより，課

題が焦点化され，「見方・考え方」を働かせた学習活

動につながることになる。 

理科では，「学びを実感する」ために，学習の足跡

となる単元シートやガイドブックの作成を検討した。 

「何が分かったか」だけでなく，「どのように分

かったか」さらに「何が分かっていないか」「何がで

きるようになるか」と振り返ることは，次の学びに

つながるだけでなく，学びの全体像をつかむことに

もつながると考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 本研究における理科の学びのイメージ 

 

一人一人が未来の創り手となる豊かな学びの創造 

－理科における学びがつながることを目指した問いの工夫と振り返りの工夫を通して－ 
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２ 研究の実際 

検証 高等学校 第１学年 

単元名 「仕事とエネルギー」（東京書籍） 

 (1) 本単元の授業設計 

① 実態から 

本研究にあたり，対象生徒（ｎ＝32）に学習に関

するアンケートを実施した。その結果から，物理の

概念を量的に扱うことに慣れていない生徒や，発言

することに苦手意識を持つ生徒が多く，協働的に学

べる場，安心して発言できる場の設定が必要である

と考える。 

② 単元観 

本単元は，学習指導要領(1)ウ「力学的エネルギー」

を受けて設定されている。物理量である仕事の定義

を確認し，仕事をする能力としての運動エネルギー

と位置エネルギーの表し方などを理解させることが

主なねらいである。また，力学的エネルギー保存の

法則とその適用条件について，仕事と関連付けて理

解を深め，この法則を用いていろいろな運動を分析

できるようになることをねらいとしている。エネル

ギーは，物理量として最も基本的な概念の一つであ

り，学習指導要領(2)エ「エネルギーとその利用」で

学ぶ様々なエネルギーへつながる。 

これらのことから，本単元における仕事とエネル

ギーの関係について，身近にある道具や設備を単純

化したモデルと関連付けて考えさせる学習や探究活

動を行うことは，未来の創り手となる「豊かな学び」

の創造につながるものであると捉える。 

③ 指導観及び研究の視点 

ア 指導観 

生徒が見方・考え方を働かせるように問いを工夫

し，具体例と関連付けながら仕事や力学的エネル

ギーについて理解させる。また，深い学びとなるよ

うに，主体的，対話的な活動の場をつくる。 

イ 研究の視点 

(ア) 研究の視点１ 
❶問題を一人で考えさせる時間と，直後に班別協議の時間を設

けることで，主体的に取り組む姿勢と多様な見方・考え方を
受け入れる態度を身につけるようにする。 

❷物理量の相関関係の理由について，様々な観点から自由に論
じさせるが，条件として論理的で科学的に説明できるような
ものにする。 

❸理論と実験の結果から，共通点や相違点に気づかせ，自然の
法則性や違いの根拠を見出すことができ，日常生活との関連
性を深めることができるようにする（「大学入学希望者学力評
価テスト(仮称)」の出題形式も考慮）。 

❹既得の見方・考え方を働かせられるような探究活動を設定す
る。 

(イ) 研究の視点２ 
❺単元の鍵になる語句や内容についての理解を，発問について

の工夫や学習前後のアンケートで，自身の成長を実感できる
ようにする。 

❻毎授業後，態度目標と演習問題の理解度を自己評価すること
で，自身の学びを振り返り，次の学びへつなげることができ
るようにする。 

④ 単元の目標及び評価規準 

単元の目標 
日常に起こる物体の運動を観察，実験など

を通して探求し，それらの基本的な概念や法
則を理解させ，運動とエネルギーについての
基礎的な見方や考え方を身に付けさせる。 

自然事象へ
の関心・意
欲・態度 

①運動エネルギーと位置エネルギーについて関
心をもち，意欲的に探究しようとする。 

②力学的エネルギー保存について関心をもち，
意欲的に探究しようとする。 

科学的な思
考・判断・表
現 

①運動エネルギーと位置エネルギーについて考
察し，考えを表現している。 

②力学的エネルギーと仕事の関連について考察
し，考えを表現している。 

観察・実験の
技能 

①運動エネルギーと位置エネルギーについて観
察，実験などを行い，基本操作を習得すると
ともに，それらの過程や結果を的確に記録，
整理している。 

②力学的エネルギーについて，仕事と関連付け
て観察，実験などを行い，基本操作を習得す
るとともに，それらの過程や結果を的確に記
録，整理している。 

自然事象に
ついての知
識・理解 

①運動エネルギーと位置エネルギーについて，
仕事と関連付けて理解し，知識を身に付けて
いる。 

②力学的エネルギー保存の法則を仕事と関連付
けて理解し，知識を身に付けている。 

⑤ 単元計画 
 
 
 

次 時 学習活動 評価及び研究の視点 

一 

１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 
本時 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 「仕事」の定義を学び，
いろいろな力がする仕
事を求める。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 物体を持ち上げるため

に４パターンの手段の
異なる実験を行い，「仕
事の原理」について，道
具を用いても物体にす
る仕事は変わらないこ
とを学ぶ。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【関心・意欲・態度】①ワー
クシート 

【知識・理解】①ワークシート 
【研究の視点１】 
❶力がする仕事の求め方を

確認させ，演習問題につ
いて班で話し合わせる。 

【研究の視点２】 
❺仕事の概念の理解をアン

ケートで確認する。 
❻自己評価の記録とワーク

シートで振り返らせる。 
【関心・意欲・態度】①ワー

クシート 
【思考・判断・表現】①ワー

クシート 
【観察・実験の技能】①物

体に行った仕事を，測定
により求めさせる。 

【知識・理解】①ワークシート 
【研究の視点１】 
❶道具を使うことで仕事が

減らせるかをグループで
考えさせ，物体の移送手
段として適切なものを根
拠とともに答えさせる。 

❷実験の結果から，仕事を
計算させる。 

❸興味関心を喚起するよう
に，日常生活との関連性を
深める問いを考えさせる
（「大学入学希望者学力評
価テスト(仮称)」の出題形
式も考慮）。誤差や実験技

 単元を貫く問い：仕事・エネルギーとは何か？ 
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３ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 「仕事率」の定義を学

び，同じ時間にできる仕
事の大小を比較する。ま
た，与えられた仕事率か
ら決められた時間内に力
がする仕事を求める。 

術の問題点を気づかせる。 
❹問いをモデル化し，４パ
ターンの実験を設定す
る。仮説から結論までの
一連の流れに注意する。 

【研究の視点２】 
❺実験後に再び，同じ内容
の発問をし，実験前に出
した答えと比較し，振り
返らせる。問いの解決に
より，さらに新たな問い
が生まれたか振り返らせ
る。仕事の原理について
説明させる。 

❻自己評価の記録とワーク
シートで振り返らせる。 

【関心・意欲・態度】①ワー
クシート 

【知識・理解】①ワークシート 
【研究の視点１】 
❷仕事と仕事率，またそれ
らの単位を混同しないよ
うに注意する。 

【研究の視点２】 
❺仕事率について説明させる。 
❻自己評価の記録とワーク
シートで振り返らせる。 

二 

４ ４ 運動する物体が仕事を
する能力をもっている
ことから，運動エネル
ギーを導き出す。運動エ
ネルギーが質量と速さ
に関係していることを
学び，具体的に運動する
物体の運動エネルギー
を計算して求める。 

【思考・判断・表現】①ワー
クシート 

【知識・理解】①ワークシート 
【研究の視点１】 
❶運動方程式，等加速度直
線運動の式，及びエネル
ギーの原理から運動エネ
ルギーを導出させる。 

❷質量や速さが変化すれば，
運動エネルギーはどう変
化するかを考えさせる。 

【研究の視点２】 
❺運動エネルギーについて
説明させる。 

❻自己評価の記録とワーク
シートで振り返らせる。 

三 

５ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６ 

５ 高いところにある物体
が仕事をする能力をもっ
ていることから，重力に
よる位置エネルギーを導
き出す。この位置エネル
ギーが質量と基準水平面
からの高さに関係してい
ることを学び，具体的に
基準水平面を定めてか
ら,物体の重力による位
置エネルギーを計算して
求める。 

６ 変形させたばねが仕事
をする能力をもっている
ことから，弾性力による
位置エネルギーを導き出
す。この位置エネルギー
がフックの法則のばね定
数とばねの伸びや縮みに
関係していることを学
び，具体的に伸びている
ばねの弾性力による位置
エネルギーを計算して求
める。 

【思考・判断・表現】①ワー
クシート 

【知識・理解】①ワークシート 
【研究の視点１】 
❶重力がする仕事との関係
から重力による位置エネ
ルギーを導出させる。 

【研究の視点２】 
❺重力による位置エネル
ギーについて説明させる。 

❻自己評価の記録とワーク
シートで振り返らせる。 

【思考・判断・表現】①ワー
クシート 

【知識・理解】①ワークシート 
【研究の視点１】 
❶❷弾性力とばねの伸びの
グラフから区分求積法で
弾性力による位置エネル
ギーを導出させる。 

【研究の視点２】 
❺弾性力による位置エネル
ギーについて説明させる。 

❻自己評価の記録とワーク
シートで振り返らせる。 

四 

７ 
 
 
 
 
 
 
 
 

７ 保存力だけがはたらい
ているときに,運動エネ
ルギーの変化と仕事の関
係より力学的エネルギー
保存の法則を導き出す。
この法則を利用して物体
の位置と速さの関係を式
とグラフから学ぶ。 

 

【関心・意欲・態度】②ワー
クシート 

【観察・実験の技能】②ワー
クシート 

【知識・理解】②ワークシート 
【研究の視点１】 
❷❸運動エネルギーと位置
エネルギーの和が一定で
あることを説明させる。 

 
 
 
 
 
８ 

 
 
 
 
 
８ いろいろな運動でみる
力学的エネルギーでは,
物体が複雑な経路をたど
る運動においても,保存
力だけがはたらく場合に
は力学的エネルギー保存
の法則から運動を解析で
きることを学ぶ。また,
非保存力がはたらく場合
には,力学的エネルギー
が減少し,熱などの別の
エネルギーに変換される
ことを学ぶ。 

【研究の視点２】 
❺力学的エネルギーの保存

について説明させる。 
❻自己評価の記録とワーク

シートで振り返らせる。 
【知識・理解】②ワークシート 
【研究の視点１】 
❶❷非保存力がはたらく場合
には,力学的エネルギーがど
うであるかを説明させる。 

【研究の視点１】 
❺力学的エネルギーが保存

しない場合について説明
させる。 

❻自己評価の記録とワーク
シートで振り返らせる。 

(2) 指導の実際 （２／８時間） 

過
程 学習活動及び指導上の留意点 

導
入 
 

１ 本時の活動を確認し課題に対して一人で思考する。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
(1)まずは根拠抜きで自由な発想で案を出す。 
【研究の視点１】 
❸興味関心を喚起す
るように，日常生活
との関連性を深める
問いを考えさせる（「
大学入学希望者学力
評価テスト(仮称)」
の出題形式も考慮）。 

展
開 

２ 米俵を持ち上げるための最良な方法を班別で協議する。 
(1)４パターンの中で一番良い方法を根拠とともに予測する。 
 
 
 
(2)妥当性を示すために，測定すべきものを挙げる。 
【研究の視点１】 
❶道具を使うことで仕事が減らせるかをグループで考
えさせ，物体の移送手段として最良なものを根拠とと
もに答えさせる。 

❹問いをモデル化し，４パターンの実験を設定する。
仮説から結論までの一連の流れに注意する。 

３ ４パターンの実験を行い，台車にした仕事を求め，
課題の結論に至る根拠を協議する。 

(1)班毎に力の大きさとひもを引く距離を測定する。 
(2)結果をもとに，課題に対する答えを班ごとにまとめる。 
 
 
 
 
 
(3)実験前後で，同じ問いに出した答えを比較し，振り返える。 

学習目標（めあて） 
態度目標：チームで協力する。 
内容目標：仕事の原理を理解する。 
評価基準：物体に行った仕事を，測定により求める

ことができる。 

評価の観点：観察・実験の技能 
Ｂ基準：物体に行った仕事を，測定により求める

ことができる。 

江戸幕府からの指令 
「低地にある米蔵から，高台にある屋敷まで米俵

(60kg)を移送する手段として，どんな設備を作ればよ

いか，根拠とともに提案せよ。」 

い：定滑車のみ  ろ：動滑車１つ 
は：動滑車２つ  に：斜面  
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表１ 学び全体の変容（n=32） ４件法 

表２「未来の創り手」に関する変容（n=32）４件法 

【研究の視点１】 
❷実験の結果から，
仕事を計算させる。 

【研究の視点２】 
❺実験後に再び，同
じ内容の発問をし
，実験前に出した
答えと比較し，振
り返らせる。 

４ 課題の結論を発表する。 
(1)班毎に「〇〇という結果から，結論は〇〇です。」に
統一して30秒以内で発表する。 

５ ３の結果から，仕事が同じにならない理由について
思考する。 

(1)４パターンの仕事が同じにならない理由について思
考し，新たな問いが生まれたか振り返る。 

(2)仕事の原理について理解する。 
(3)滑車・斜面以外の道具や，日常で道具を用いている
具体例を挙げる。 

【研究の視点１】 
❸非保存力のする仕事や誤差，実験技術の問題点を気
づかせる。 

【研究の視点２】 
❺問いの解決により，さらに新たな問いが生まれたか

振り返らせる。 

整
理 

６ リフレクションを行う。 
(1)自己評価の記録とワークシートで振り返り，まとめる。 
【研究の視点２】 
❺仕事の原理について説明できるか振り返らせる。 
❻自己評価の記録とワークシートで振り返らせる。 

 (3) 検証結果と考察 

 表１～表３は，対象生徒 32人の検証授業の前後に

おける質問紙調査の結果である。表の値は，１「そ

う思わない」，２「あまりそう思わない」，３「まあ

まあそう思う」，４「そう思う」の４件法の平均値を

示している。本実践の検証結果とその考察について、

以下に述べる。 

①「豊かな学び」について 

 表１は，豊かな学びに関する変容について「学習

活動の充実」と「成長の実感」の２つの観点で調査

した質問紙調査の結果である。 

 

ア 研究の視点１について 

 表１の質問項目５項目で上昇がみられた。質問項

目①「理科の見方・考え方を働かせながら問題を解

決しようとしている。」は 0.22 ポイント上昇した。

質問項目⑤「これまでに学んだことを生かして『物

理基礎』の学習に取り組んでいる。」は 0.25 ポイン

ト上昇した。これらの結果は，既習事項を活用する

場面や実験結果を根拠として結論付ける場面を設定

し，実験や観察を通して具体的に仕事を体感したこ

とから，理解しやすかったのではないかと考えられ

る。 

イ 研究の視点２について 

 毎授業後の自己評価について今後も続けた方が良

いかどうか，自由記述によってアンケートを行った

結果，「今後も続けた方が良い。」が 44％，「今後はし

なくてよい。」が 25％だった。続けた方が良い理由と

して「自分の理解度を振り返ることができる。」,「苦

手だったところをすぐに見つけられる。」との意見が

多かった。振り返りをしたときに達成感が得られる

ような質問や，次の学びに向けてモチベーションを

上げられるための工夫が必要かもしれない。 

 アンケートでは，グループ学習の中で「発言した。」，

「傾聴した。」，「質問した。」，「チームで協力した。」，

「チームに貢献した。」を尋ねた。 

②「未来の創り手」について 

 

表２の質問項目①から⑤については，７月と検証

授業の前後で３回アンケートをとった。いずれも大

きな変化は見られなかった。質問項目②「自分は，

学校生活や学習を通して，周りの人が成長している

と思う。」のみ，平均値が３を超えた。周りの人の成

長を感じているものの，自分自身の成長に実感を

伴っていないことから，自己肯定観がやや低いので

はないかと感じられる。 

 質問項目 事前 事後 

学
習
活
動
の
充
実 

①「物理基礎」の学習のとき，理科の見方・
考え方を働かせながら問題を解決しよ
うとしている。 

2.59 2.81 

②「物理基礎」の学習のとき，様々な解決
方法を試しながら，問題を解決しようと
している。 

2.69 2.59 

③「物理基礎」の学習のとき，一人一人が
できることを生かしながら，友達や先生
と一緒に問題を解決しようとしている。 

2.84 3.03 

成
長
の
実
感 

④「物理基礎」の授業のとき，「分かるよ
うになった」や「できるようになった」
と感じる。 

2.66 2.81 

⑤これまでに学んだことを生かして「物理
基礎」の学習に取り組んでいる。 2.56 2.81 

⑥「物理基礎」の学習で学んだことをこれ
からの学習や生活に生かそうとしてい
る。 

2.50 2.56 

質問項目 ７月 事前 事後 
①自分は，学校生活や学習を通して，自

分自身が成長したと思う。 2.84 2.88 2.72 
②自分は，学校生活や学習を通して，周

りの人が成長していると思う。 3.06 3.13 3.09 
③自分は，学校生活や学習を通して，周

りの人から，成長を認められていると
思う。 

2.50 2.31 2.31 

④自分は，学校生活や学習を通して学ん
だことをもとに自分自身が主体的に
なったと思う。 

2.47 2.25 2.53 

⑤自分は，周りの人が，学校生活や学習
を通して学んだことをもとに，主体的
になったと思う。 

2.94 2.78 2.88 



― 理科 ― 

表３ 学習内容に関する変容（n=32）４件法 

③学習内容について 

  

 表３の質問項目①から④については，教科独自の

アンケートとしてとった。質問項目①「物理量とし

ての「仕事」とは何かを説明できる。」は 0.84 ポイ

ント上昇した。質問項目②「道具を使うことで物体

にする仕事を減らせると思う。」は 1.40 ポイント下

降した。質問項目②と④については，ポイント下降

の方が望ましい。よって，４項目とも好結果だった。

質問項目②では，検証授業の事前調査において，「動

滑車を利用することで，仕事を減らすことができる

から。」，「道具を使ったら，自分の力はあまり必要な

いから。」のように，力と仕事の理解が不十分である

回答が多く見受けられたが，事後調査においては，

「道具を使うと減ったと思いがちだけど，本当は仕

事の大きさは変わっていないから。」，「滑車などを使

うときにも，引く力は小さくできても，引く長さは

長くなるので変わらないと思ったから。」のように，

適切な表現で正解を答える生徒が増えていた。 

 
３ 研究のまとめ 
(1) 成果 

 アンケートでは，表１の質問項目③「一人一人が

できることを生かしながら，友達や先生と一緒に問

題を解決しようとしている」のポイントが高く，協

働して学ぶ姿勢が身に付いてきたことが窺える。ま

た，事前と事後でポイントが最も上昇した項目は，

表２の質問項目④「自分は，学校生活や学習を通し

て学んだことをもとに，自分自身が主体的になった

と思う」だった。主体的に活動する場の設定が機能

したと言えるだろう。表３の質問項目②と④は，理

解が深まった生徒は１を選択することになる。実験

を行った仕事の原理について問う質問項目②の平均

値は大きく上昇したものの，質問項目④の平均値は

伸び悩んだ。「力学的エネルギー保存の法則」という

言葉の強いイメージに影響を受け，その成立条件と

質問との関係を認識させることができなかった。 

(2) 課題 
 物理量としての仕事とは何かを説明できる生徒は

増えたものの，エネルギーとは何かを説明できる生

徒はあまり増えなかった。エネルギーについての学

習後，物体がもつエネルギーで仕事を行う問題演習

を取り入れると，エネルギーと仕事の関係を認識さ

せることができたかもしれない。アンケートでは，

表２の質問項目③「自分は，学校生活や学習を通し

て，周りの人から，成長を認められていると思う」

のポイントが低い。タイミングを逃さず成長を認め

る言葉掛けをしていくことが必要だ。授業に関する

項目の中では，表１の質問項目②「『物理基礎』の学

習のとき，様々な解決方法を試しながら，問題を解

決しようとしている。」，質問項目⑥「『物理基礎』の

学習で学んだことをこれからの学習や生活に生かそ

うとしている」のポイントが低かった。試行錯誤し

てみようとする意欲や，授業と生活を結びつける話

題への関心が求められる。表３の質問項目②「道具

を使うことで物体にする仕事を減らせると思う。」の

回答の中に「軽くなっても倍時間がかかったりする

から変わらない。」と，正確な理解までは至っていな

い記述があった。物理においては，原理や法則に沿っ

て言葉や数式を厳密に扱うので，現象について適切

に且つ科学的に表現できるようにする必要がある。 
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策等について」 

質問項目 事前 事後 
①物理量としての「仕事」とは何かを説明でき

る。 1.58 2.42 
②道具を使うことで物体にする仕事を減らせる

と思う。 2.72 1.32 
③エネルギーとは何かを説明できる。 1.81 1.88 
④力学的エネルギーは減ることはない。 2.35 2.19 


